
正規保育士会計任用保育士 合計
築山保育園 10 16 26

羽久手〃 8 13 21
天道 〃 10 14 24
日進 〃 17 19 36
鷲塚 〃 22 33 55

合 計 67 95 162

大浜幼稚園 6 12 18

新川 〃 8 13 21
中央 〃 7 11 18
棚尾 〃 8 11 19
⻄端 〃 6 8 14

合 計 35 55 90

公立幼稚園　保育士数

公立保育園　保育士数 課
長
の
弁
明
だ
け
で
や
り
過
ご
す
の
か

小
池
市
政
が
進
め
る
、
公
立
築
山
保
育
園
と
大

浜
幼
稚
園
の
廃
園
に
対
し
て
日
本
共
産
党
磯
貝
明

彦
議
員
が
３
月
議
会
総
括
質
疑
で
正
し
ま
す
。

市
民
か
ら
の
要
求
で
、
２
月
12
日
、
14
日
の
２

日
間
４
回
、
南
部
プ
ラ
ザ
で
行
な
わ
れ
た
説
明
会

に
は
延
べ
69
名
が
参
加
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

に
は
、
11
名
51
件
の
意
見
の
大
半
が
、
統
廃
合
民

営
化
に
不
安
と
批
判
の
声
を
あ
げ
ま
し
た
。

「市
は
出
さ
れ
た
意
見
に
反
論
す
る
だ
け
で
、
あ

く
ま
で
民
営
化
を
進
め
る
の
か
」
と
怒
り
の
声
も

あ
が
っ
て
い
ま
す
。

説
明
会
で
の
声

住
民
説
明
会
で
は

「幼
稚
園
を
残
し
て
ほ
し
い
」

「公
立
園
だ
か
ら
安
心
な
の
で
公
立
園
を
残
し
て

ほ
し
い
」

「民
営
化

へ
の
不
安
」

「公
立
園
で
０

～
２
歳
児
の
保
育

ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
な
い
の
か
」

「事
業
者
を
選
定
す
る
委
員
は
市
の
職
員
だ
け
な

の
か
、

一
般
の
方
の
意
見
は
反
映
さ
れ
る
の
か
」

「選
定
基
準
は
ど
う
な
る
の
か
」

「候
補
地
を
見

直
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
」

「災
害

・
防
災
面

で
安
全
に
避
難
で
き
る
の
か
」

「転
園
後
の
制
服
、

駐
車
場
の
利
用
」
な
ど
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
市
は
、

「事
業
者
の
公
募
に
際
し
、
配
慮
で
き
る
点
は
考

慮
し
て
い
く
」
と
答
え
て
い
ま
す
。

市
の
矛
盾

「危
険
地
域
な
の
で

住
民
避
難
の
場
所
に
出
来
な
い
」

住
民
説
明
会
で
も
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
も
、

浸
水
地
域
、
津
波
遡
上
地
域
、
液
状
化
地
域
、
孤

立
化
地
域
の
４
つ
の
リ
ス
ク
に
も
不
安
の
声
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

「地
域
住
民
の
避
難
場
所
や
避

難
タ
ワ
ー
を
」
の
声
に
は

「危
険
地
域
な
の
で
避

難
場
所
に
は
で
き
な
い
」
と
何
度
も
市
側
は
答
え

ま
し
た
。
心
な
場
所
に
１
９
０
名
の
、
子
ど
も
園

は
つ
く
る
な
ど
と
、
ど
う
し
て
言
え
る
で
し
ょ
う
。

44
名
の
保
育
士
の
職
場
つ
ぶ
し

《
表
》
の
よ
う
に
、
築
山
保
育
園
で
は
正
規
保

育
士
10
名
、
会
計
任
用
保
育
士

（パ
ー
ト
）
16
名

の
合
計
26
名
が
働
い
て
い
ま
す
。
大
浜
幼
稚
園
は

正
規
６
名
、
会
計
任
用
12
名
の
計
⒙
名
。
２
園
合

わ
せ
て
44
名
が
職
場
を
失
い
ま
す
。

市
は

「公
立
で
は
保
育
士
確
保
が
難
し
い
」
と

言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
何
の
根
拠
も
な
く
、
民

間
園
の
方
が
有
利
と
の
保
障
も
あ
り
ま
せ
ん
。

市
当
局
は
、
公
立
園
廃
止
で
、
新
規
の
募
集
縮

小
、
退
職
者
不
補
充
。
会
計
任
用
職
員
の
雇
止
め

な
ど
を
行
い
、
他
園

へ
の
移
動
を
行
い
調
整
す
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
公
立
保
育
士
が
圧
倒
的

に
減
員
し
て
し
ま
い
ま
す
。

今
後
の
公
立
園
廃
止
も
示
唆

市
は
、
公
立
保
育
園
、
幼
稚
園
の
老
朽
化

に
廃
止
も
否
定
し
て
い
ま
せ
ん
。
地
域
の
子

ど
も
や
子
育
て
に
対
し
、
公
的
責
任
を
果
た

す
マ
ン
パ
ワ
ー
が
不
足
し
て
は
、
民
間
任
せ

で
無
責
任
な
行
政
に
な
り
ま
す
。

２
０
２
６
年
か
ら
の

「誰

で
も
保
育
」
は
公
立
で

国
は
２
０
２
５
年
か
ら
保
育
園
入
園
の
基

準
労
働
時
間
を

「月
90
時
間
以
上
｝
か
ら

「月

60
時
間
以
上
に
」
緩
和
し
、
０
・
１
歳
児
の

保
育
園
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２

０
２
６
年
度
か
ら
は
全

国
各
地
で
子
ど
も
を

「小

荷
物
」
の
よ
う
に
預
か

る

「誰
で
も
保
育
」
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
民

間
園
で
は

「こ
れ
こ
そ
公
立
で
や

っ
て
ほ
し
い
」

と
全
国
で
運
動
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

区
画
整
理
保
留
地
処
分
に

子
ど
も
を
犠
牲
に
す
る
な

碧
南
市
は
伊
勢
町
区
画
整
理
で
、
宅
地
を
形
成

し
て
き
ま
し
た
が
災
害
リ
ス
ク
に
つ
い
て
考
え
た

上
の
こ
と
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
保
留
地
約
４

億
円
分
を
確
保
し
た
も
の
の

「保
健
セ
ン
タ
ー
」

「あ
い
く
る
や
ら
ら
く
る
の
よ
う
な
施
設
」
も
実

施
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
開
発
公
社
の

「塩
漬
け

用
地
」
に
な
っ
て
い
る
た
め

「子
ど
も
園
」
に
と

い
う
こ
と
は
安
易
な
発
想
で
す
。

危
機
管
理
教
育
研
究
所
代
表

国
崎
信
江

氏
も
チ
ク
リ

２
月
21
日
に
行
な
わ
れ
た
、
碧
南
市
議
会
研
修

会
で
は
防
災
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
講
師
の
危

機
管
理
教
育
研
究
所

代
表

国
崎
信
江

氏
は
議
員

の
質
問
に

「危
険
地
域
に
は
施
設
の
建
設
は
や
め

て
い
く
べ
き
」
と
答
え
ら
れ
ま
し
た
。
市
当
局
は

市
民
や
専
門
家
の
声
に
、
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
公

立
園
廃
止
を
見
直
し
す
る
よ
う
大
き
く
世
論
を
広

げ
ま
し
ょ
う
。

公立築山保育園・大浜幼稚園廃止に不安の声

44名の保育士は 説明会参加者69名
パブッリクコメント11名51件の願いは
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訂
正

２
月
23
日
号
の
議
会
日
程
が
間
違
っ
て
い

ま
し
た
。

磯
貝
明
彦
議
員
の
総
括
質
疑

●
２
月
28
日
金
曜
日
１
番
目

山
口
は
る
み
議
員
の
総
括
質
疑

●
３
月
３
日
月
曜
日
４
番
目

（２
時
頃
予
想
）

と
訂
正
し
ま
す
。
お
わ
び
い
た
し
ま
す
。



侵
略
３
年

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
に
多
大
な
困
難
を
も
た
ら
し
た
ロ

シ
ア
の
侵
略
開
始
か
ら
２
月
24
日
で
３
年
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
間
、
約
１
万
３
千
人
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
市
民
が
殺
さ
れ

３
万
人
が
負
傷
、
軍
の
死
者
は
４
万
５
千
人
を
超
え
ま
す
。

国
外
に
逃
れ
た
難
民
は
６
９
０
万
３
２
０
０
人
、
ウ
ク
ラ

イ
ナ
国
内
で
も
３
７
０
万
人
が
故
郷
を
追
わ
れ
１
２
７
０

万
人
が
人
道
支
援
を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。
ロ
シ
ア
軍
の

死
傷
者
は
80
万
人
に
上
る
と
見
ら
れ
て
い
ま
す
。

国
連
憲
章
と
国
際
法
に
も
と
づ
き

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
流
血
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
は
急
務
で

す
。
国
連
憲
章
と
国
際
法
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
侵
略
を
非
難

し
、
軍
の
即
時

・
完
全
な
撤
退
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
主
権
と

領
土
保
全
を
求
め
る
４
度
に
わ
た
る
国
連
総
会
決
議
に
も

と
づ
き
公
正
な
和
平
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
に
国
際
社
会
が
団
結
し
行
動
す
る
こ
と
が
、
戦

争
を
終
わ
ら
せ
る
道
で
す
。

ア
メ
リ
カ
対
ロ
シ
ア

米
国
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
は
今
月
、
ロ
シ
ア
の
プ
ー
チ

ン
大
統
領
と
電
話
会
談
し
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
終
結
に

向
け
た
交
渉
開
始
で
合
意
し
ま
し
た
。
両
国
外
相
ら
の
高

官
協
議
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
連
総
会
決
議
は
当
初
か
ら
、
ロ
シ
ア
軍
の
即
時
撤
退

と
と
も
に
、
緊
張
の
緩
和
、
紛
争
を
政
治
的
対
話
、
交
渉
、

調
停
な
ど
平
和
的
手
段
で
解
決
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
て

お
り
、
最
近
の
米
ロ
間
の
動
き
は
注
目
さ
れ
ま
す
。

同
時
に
、
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
が
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
大
統
領
を

「独
裁
者
」
と
呼
び

「そ
も
そ
も
戦

争
を
始
め
る
べ
き
で
は
な
か
っ
た
」
「彼
の

（交
渉
）
会
合

へ
の
参
加
は
重
要
で
は
な
い
」
と
述
べ
た
こ
と
は
、
国
際

的
な
批
判
を
呼
び
起
こ
し
て
い
ま
す
。

力
対
力
の
失
敗

ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
戦
争
の
背
景
に
、
欧
米
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ

（北
大
西
洋
条
約
機
構
）
諸
国
と
ロ
シ
ア
の
双
方
が
、
も
っ

ぱ
ら
軍
事
力
に
よ
っ
て
相
手
の
攻
撃
を

「抑
止
」
す
る
戦

略
を
進
め

「力
対
力
」
の
対
抗
に
陥
る
外
交
の
失
敗
が
あ
っ

た
こ
と
は
確
か
で
す
。

し
か
し
そ
れ
で
、
ロ
シ
ア
の
侵
略
と
武
力
に
よ
る
領
土

拡
張
、
市
民

へ
の
戦
争
犯
罪
と
い
う
重
大
な
国
際
法
違
反

を
曖
昧
に
し
た
り
正
当
化
す
る
こ
と
は
全
く
で
き
ま
せ
ん
。

和
平
協
議
に
向
け
て
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
は
じ
め
関
係
国

を
包
摂
し
た
外
交
が
必
要
で
す
。

ア
メ
リ
カ
の
危
険

こ
れ
ま
で
ロ
シ
ア
を
非
難
し
イ
ス
ラ
エ
ル
は
擁
護
す
る

米
国
な
ど
の

「二
重
基
準
」
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
の
公
正
な

和
平
を
め
ざ
す
国
際
社
会
の
団
結
を
妨
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
に
加
え
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の
言
動
は
新
た
な
問
題
を

も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
獲
得
、
パ
ナ
マ

運
河
奪
還
、
パ
レ
ス
チ
ナ

・
ガ
ザ
の
所
有
と
い
う
主
張
は
、

国
連
憲
章
、
国
際
法
の
諸
原
則
を
無
視
し
プ
ー
チ
ン
大
統

領
と
も
通
じ
る
危
険
な
も
の
で
す
。

包
括
的
な
外
交
の
力
こ
そ

ロ
シ
ア
軍
の
撤
退
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
領
土
回
復
に
は
困

難
が
伴
い
、

一
定
の
時
間
や
段
階
も
必
要
で
し
ょ
う
。
そ

の
際
、
国
連
憲
章
、
国
際
法
に
も
と
づ
く
秩
序
の
回
復
を

和
平
協
議
の
目
的
と
し
、
追
求
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
す
。

日
本
政
府
・

与
党
は
、

「今
日
の

ウ
ク
ラ
イ

ナ
は
、
明

日
の
東
ア

ジ
ア
」
と

あ
お
り
、

大
軍
拡
を

正
当
化
し

て
き
ま
し

た
、
対
話

と
協
力
で

平
和
を
築

く
取
り
組

み
に
力
を

尽
く
す
べ

き
で
す
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

３
月
19
日
（水
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

政党は日本共産党
大企業とアメリカいいなり
２つのゆがみを正す

右から はたやま和也（元衆院議員）

井上さとし（参院議員）小池晃（書記局長）

山下よしき（副委員長）白川よう子（元香川県議）

ウクライナの主権脅かすな

公正な和平和平の実現を

伊勢町４町目交差点に横断歩道
日本共産党磯貝明彦後援会は地域の実態調査で「伊

勢町4丁目付近、横断歩道のない場所を子どもたちが通

学に利用して危険」と1月16日碧南警察署に要望。２月

５日交通課から「横断歩道を設置します」と連絡があ

りました。市は、道路照明灯の移設、歩車道分離ブロッ

クの一部撤去を７月までに行なうと約束しました。

日
本
共
産
党

愛
知
選
挙
区

す
や
ま
初
美

参議院でも与党半数以下に


